
第６章 計画の推進 

１４７ 

 

第６章 計画の推進 
 
 

１．計画の推進の考え方 

 

健康長寿日本一を目指し、健康でいきいきと暮らせる「こんにちはと笑顔で健やか宇治

のまち」を実現するため、市民と行政・関係団体等が地域で互いに交流し、健康づくりや

食育に関する知識や理解を深めつつ、市民の健康づくりと食育（以下「健康づくり等」と

言います。）の推進に協働して取り組んでいくことが大切です。 

本市では以下のように計画の推進を図ることで、健康づくり等の推進を着実に進め、重

点課題として掲げる「生活習慣病の発症予防と重症化予防」及び「次世代の健康づくりと

食育」に取り組みます。 

 
■ 計画の普及啓発と実践 

■ 市民の主体的な健康づくり等の推進を行うための支援 

■ 推進のための体制整備 

■ 推進のための役割分担 

■ 計画の進行管理・評価体制の整備 

 
 

２．計画の普及啓発と実践 

 

健康づくり等の推進をするためには、広く市民に計画の考え方や目標について啓発する

ことが重要です。マスメディア、企業、ＮＰＯ、ボランティアなどの関係団体などと行政

が、市民の健康づくり等の推進という目的において協働し、あらゆる機会を通じて普及啓

発を行い、様々な施策を実践していくことが推進の基本となります。 
 

（１）市政だよりなどによる計画の啓発  

市民への情報発信の中心を担う「市政だより」に計画の趣旨、概要を掲載して計画の周

知に努めるとともに、随時健康づくり等の情報発信を行います。   

また本市ホームページやイベントなどを活用して情報発信を行います。 
 

（２）計画の概要版の作成   

計画の概要版を作成・配布し、普及啓発を図ります。 
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３．市民の主体的な健康づくり等の推進を行うための支援 

 

本計画では、市民が健康で自立した日常生活を営むことを目指して、妊娠出産期・乳幼

児期から高齢期まで、それぞれのライフステージにおいて市民自らが健康の維持・増進に

取り組むことが大切であると考えています。健やかな生活習慣を子どもの頃から身につけ、

生涯にわたって健康でいきいきと暮らすことができるよう支援します。 

そのため、普及啓発とともに以下のような方策の充実を図ります。 

 

■ 正しい健康情報を提供する 

■ 健康づくり等の知識を深め、実践できる機会の充実を図る 

■ 健康づくり等を継続して取り組むことができる関係団体等の支援を行う 

■ 健康づくり等を目的とした地区組織の育成、支援を行う 

■ あらゆる機会を通して健康づくり等に視点をおいた施策を進める 

 
 

４．推進のための体制整備 

 

（１）市民を支援する関係団体等の連携の強化 

市民の健康づくり等の推進を支援するため、地域の関係団体等と情報の共有や取組の連

携を図ることで、より一層広がりのある推進が可能となります。 

そこで、市民の健康づくり等を推進するため、知識経験を有する者や関係団体の代表者

等からなる「宇治市健康づくり・食育推進協議会」を設置しました。 

また、市民の主体的な健康づくりを進める「宇治市健康づくり＜うー茶ん＞連絡会」と

食育活動の推進を進める「宇治市食育ネットワーク」は、「宇治市健康づくり・食育推進

協議会」と連携を図りながら、市民の健康づくり等の推進に取り組みます。 

さらに社会教育や生涯スポーツを推進する団体等とも連携・協力を図り、様々な方面か

ら健康づくり等を推進できる体制の整備に努めます。 

 

（２）行政における推進体制の連携強化  

市民の健康づくり等を支援するため、健康福祉部、教育委員会をはじめとする庁内の連

携を強化し、基本方針に沿った施策の効果的な実施に取り組みます。 

そのため、「宇治市健康づくり・食育推進協議会」の担任事務を補佐する幹事を置くと

ともに、健康づくり・食育推進主任を置くことによって全庁一体となって市民の健康づく

り等を推進します。 
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５．推進のための役割分担 

 

（１）市民・家庭   

市民・家庭は健康な生活習慣への関心と理解を深め、生涯にわたって自らの健康状態を

自覚するとともに、健康の増進に努めなければなりません。「自らの健康は自らが守る」

ことを念頭に、一人ひとりが健康づくりの主役であることを理解し、実践に努めます。 

 

（２）関係団体等  

市民の健康は、家庭、学校、地域、職場等の社会環境の影響を大きく受けます。そのた

め、これらの様々な地域の関係団体は、積極的に健康づくり等に協力することが求められ

ています。 

市民の行動変容を支援していくための環境整備は大変重要であり、「宇治市健康づくり

＜うー茶ん＞連絡会」や「宇治市食育ネットワーク」をはじめとする健康づくり等の気運

を高める関係団体の育成は市民の健康増進にとっては欠かせない要因となっています。 

 

（３）行政  

健康づくり等に関する正しい知識の普及、健康の増進に関する情報の収集、整理、分析

及び提供を図り、地域での健康づくり等を担う人材の育成を行い、市政のあらゆる分野の

施策においても健康づくり等の視点を念頭に置きながらまちづくりの推進に取り組みま

す。 

 
 

６．計画の進行管理・評価体制の整備 

 

関係各課における日常業務や事業において、継続的にデータの収集を行い、進行管理や

評価のための基礎資料の整備を行います。評価の仕組みについては、本市の政策評価を基

本におきながらも、必要に応じて健康づくり等の取組に対する評価を実施し、健康長寿日

本一を目指します。 

また、本計画の進行管理や評価については、市民や健康づくり等の関係者の参画による

「宇治市健康づくり・食育推進協議会」において行うこととします。 
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少年期

妊娠出産期

乳幼児期
次世代へ

協働

　　　　　○笑顔の源は健康から　生きがいを持って楽しみましょう

　　　　　○自らの「食」を楽しみ、「食」を守り伝えましょう

　　　　　○生活習慣を見直して健康長寿を目指しましょう

　　　　　○自らの食生活を見直し、「食」の経験を次世代に伝えましょう

○人とのふれあいの中で

　健やかな体とこころを育みましょう

○食べる意欲を育み、食べる楽しさを知りましょう

基本理念
こんにちはと笑顔で健やか宇治のまち

基本目標
市民とまちがともに取り組む　健康長寿日本一

高齢期

壮年後期

青年期

壮年前期
　　　　　○忙しくても忘れないで健康生活を送りましょう

　　　　　○自らの食生活を確立し、次世代に「食」の大切さを伝えましょう

　　　　　　　　○ライフスタイルの変化に応じた健康づくりを心がけましょう

　　　　　　　　○「食」に関する知識や経験を深め、自己管理する力を育てましょう

　　　　　○早寝・早起き・朝ごはん

　　　　　　正しい生活の基礎を身につけましょう

　　　　　○「食」の体験を通して、選択する力を育て、

　　　　　　「食」への関心を広げましょう

　○妊娠期からの規則正しい生活習慣

　　に努めましょう
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